
 

 

 

 

 ◎テストのためのテストではなく、テストを子供たちのために「活用」しましょう！ 

 

 

 

 ◎優れた資料を活用し、子供たちの指導やテストの実施に生かしましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子供は… 先生は… 

事前 □目標を明確にして努力する 

□体育の授業づくり 
①約束づくり「見る」「待つ」「行う」 
②仲間づくり「ペア」「グループ」 

□技能指導（ポイント指導） 

実施日 
□自分の成長や伸びを実感し、
課題を把握する 

□真剣に取り組む雰囲気づくり 
□友達を応援する雰囲気づくり 
□伸びやがんばりを評価し、課題を把握させる 

事後 
□今後の体力づくりに生かす 
（課題意識から実践へ） 

□今後の体育授業、体力づくりの指導に生かす 
①体育授業の中で 
②体育的活動、部活動の中で 
③家庭で 

「新体力テスト」の効果的な活用を目指して 
～活用のポイント～ 

 ★「新体力テスト」を「活用」しましょう 

 

 ★「新体力テスト」の実施や行い方の練習をする上で… 

埼玉県「平成２７年度（第５６号）学校体育必携」から 

文部科学省「体力向上の基礎を培うための幼児期における実践活動の在り方に関する調査研究」から 

効果的な声か
けの例 

 

記録向上のた
めのポイント 

握力計の簡単
な誤差測定法 「準備」「方法」

「記録」 

「実施上の注意」 

動作発達段階
の特徴 

動作の具体的
な姿 

児童・生徒個々

の投げる動作は

どの段階か。次

の段階に向けて

どうすればよい

か。 



 

 

◎児童・生徒が自分の体力・運動能力の現状を知り、課題を把握した上で、「体つくり運

動」～特に「多様な動きをつくる運動（遊び）」「体力を高める運動」～に取り組みま

しょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎日常生活では投げる経験が少ない子供たち。新体力テストは経験、習得のチャンスで

す。そして先生方が指導できるチャンスです！ 

 

 

 

 

 

 

 

 ★「新体力テスト」が測定する体力・運動能力を知りましょう 

「体力を高める運動」の学習内容 

□小学校５，６年生 

「具体的な運動を通して、基本的な体

の動きを身に付けたり体力の高め方

を知ったりすることが学習内容」 

□中学校１，２年生 

「組み合わせて運動の計画に取り組む

ことが学習内容」 

□中学校３年生 

「日常的に継続して行う運動の計画を

立てて取り組むことが学習内容」 
文部科学省「子どもの体力向上のための取組ハンドブック」から 

 ★埼玉・東部の課題「ボール投げ」 

 

 

・県作成の各種資料、体力向

上リーフレットを参考に 

・分かりやすい言葉で 

・ペア学習等を活用しながら 

 

 

・リズムを教える（反復横跳

びのリズムと類似） 

・投球フォームと連動させる 

 

 

・投げる腕と反対の腕を斜め

上方向へ 

・目標物を決める（例：校舎

の３階を狙って） 

□ 正しいボールの握り方、 

投げ方の指導 
□ ステップの指導 □ 投げる角度の指導 


